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■家下川段差の現地確認状況（6月 13日実施） 

資料－４ 
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②承水溝－長池の段差（長池側） 

⑤矢作川本川合流部の導流堤設置ヵ所 

③承水溝－長池の段差（承水溝側） 

④矢作川本川合流部の段差改善ヵ所 ①家下川－承水溝の段差 
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■水面図 （下図は左記 HPを基に作成：とよた iマップ －豊田市地図情報サービスー http://www2.wagamachi-guide.com/toyotacity/） 
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■下水道マップ （出典：とよた iマップ －豊田市地図情報サービスー http://www2.wagamachi-guide.com/toyotacity/） 
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■その他規制マップ （出典：とよた iマップ －豊田市地図情報サービスー http://www2.wagamachi-guide.com/toyotacity/） 
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■矢作川中流圏域 河川整備計画（平成 16年 11月 19日 愛知県） 



 
 

6 

■家下川下流部の平常時・洪水時の水の流れ 
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■家下川の環境（出典：家下川リバーキーパーズ（安部氏）提供資料） 
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■2012年度までの家下川における活動状況（出典：家下川リバーキーパーズ（安部氏）提供資料） 
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■地下水位について 

 

 

 

 

 

 

 

○地下水面図（P.8参照）より 

柳川瀬公園付近の地下水位は、標高 17.0～17.5m程度と考えられる。 

地下水位と河床高の関係は、下図に示すとおり。 

○低水路平均河床高より 

S.40→S.50：約 1.5m 低下 S.50→H.12：約 1.3m低下 H.12→H.23：変動少ない 

※27.4k 地点では、H12年以降も最深河床高は低下し、左岸側の土砂堆積が進行 

○ボーリング調査結果より（P.9 参照） 

S.41：-18.8～-19.4m → S.49：-19.0～-19.2 → H.11：17.4～-18.3m 

調査場所は異なるが、S.41年から平成 11年の間で、水位は低下していると考えられる。 

S42年の地下水位 

S42年の地下水位 
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■地下水面図（S42）           ■地下水面図（S43） 

 

 

 

柳川瀬公園 

柳川瀬公園 
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■ボーリング調査位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボーリング調査結果一覧（S41 年、S49 年） 

 

 

 

 

 

 

 

№３（中切配水場） 

 
№１（川田住宅） №19（中切配水場） 

 

水位標高 17.38m 
GL-1.97m (H11) 

水位標高 18.32m 
GL-2.30m (H11) 

※ 水位は、地盤面からの高さ。（）書きは、測定年度 
水位標高 19.0～19.2m 
GL-0.9～-1.1m (S49) 

水位標高 18.83～19.38m 
GL-0.1～-0.5m (S41) 



宗定川樋門敷高 
宗定川自然ゲート

敷高 

承水溝敷高 

家下川自然ゲート
敷高 

現況敷高 

１７．６５ 
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承
水
溝 

家
下
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長池（ひょうたん池）～承水溝～家下川の高低差について 
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